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『 感 動 の 舞 台 ！ 』

校 長 樋 口 諭

『 みんなの心を一つに 役になりきれ夢舞台 』
１２月、師走をむかえます。北国では、もうこたつに入っているか

もしれませんね。真っ青に澄みわたった初冬の空を見上げながら、１

年の過ぎるのが早いことを実感しています。

平成２３年も最後の月を迎えました。１０月末に蒔いた冬芝の種が

芽を出し、きれいに生えそろってあざやかな緑色で目を楽しませてく

れています。約１ヶ月の養生期間もまもなく終わり、子どもたちには、

ふかふかの芝生でまた、大いに遊んでほしいと思います。

さて、１２月２日（金）・３日（土）は、２年に１回の学芸会が行われます。今年のス

ローガンは、『みんなの心を一つに 役になりきれ夢舞台』です。仲よし学級や各学年と

も、それぞれの子どもたちの成長に合わせた劇の中で、一人一人が力を発揮し、ともに

創り上げる喜びを感じながら、仕上げの練習に取り組んでいます。家での練習、小道具

や衣装の手配・準備等、各ご家庭のご協力が大きな支えとなりました。ありがとうござ

いました。

まもなく本番を迎えますが、ここに至るまでには、さまざまな取り組みがありました。

夏前から始まった題材選び。台本を手にしてからの役決めオーディション。真剣な練習

を重ねる子どもたち。何度も打ち合わせを重ねた学芸会委員会担当のメンバー。予算の

検討や品物の手配にあたった事務主事。会場準備や環境整備に努めた用務主事。遅くま

で残って背景を描いたり、ＢＧＭや効果音を検討し、台本を何回も手直しした担任や専

科の教員。子どもの心に寄り添い支えた介助員・講師・支援員。そして、衣装・小道具

等でご協力くださった保護者の皆様・・・。感謝です。

いよいよ本番。『感動の舞台！』をどうぞお楽しみください。

＊プログラム

① 仲よし学級 『じごくのぼうけん』

② １年生 『からすのパンやさん』

③ ２年生 『おかしのすきなかいぞくの おかしな おかしな おかしなたび』

④ ３年生 『冒険者たち』

⑤ ４年生 『寿限無』

⑥ ５年生 『ライオンキング』

⑦ ６年生 『魔法をすてたマジョリン』

ふれあい環境学習…１１月８日に、江東区清掃事務所の方に来ていただ
いて、ゴミの正しい分け方や出し方を教えていただきました。子どもたちが家
庭からもってきたゴミを実際に仕分けてみると、意外にも燃えるゴミが少なく、
資源ゴミが最も多く集まりました（生ゴミは入っていません）。子どもたちは、
ゴミとして捨てていたものが、資源となることに驚いていました。同時に、自
分のゴミの捨て方も振り返ることができたようです。清掃事務所の方のお話で
は、火災や車両の事故にならないように細心の注意を払いながら仕事をされて
いると伺いました。おかげで、わたしたちの町がきれいで、気持ちよくすごせ
ているのことを改めて実感することができました。

プラネタリウム見学…１１月１６日に、墨田生涯学習センター・ユート
リヤへプラネタリウムの見学に行ってきました。星の観察は夏休みの宿題で行
ってきましたが、今回のプラネタリウムの星の数には皆、大歓声！くっきりは
っきり見える星座の数々にいつのまにか見惚れてしまいました。プラネタリウ
ムで見てきた冬の大三角、この冬には皆、見つけられるといいですね。（西島）

《 １２月の行事予定表 》
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土･日曜日

１ ２ ３
安全指導 学芸会(1日目) 学芸会(2日目）
学芸会係打ち合わせ ４

(5･6年)
５ ６ 全校朝会 ７ 朝読書 ８ 児童集会 ９ １０
振替休業日 区小研 個人面談① 個人面談②

１１

１２ 全校朝会 １３ １４ 朝読書 １５ 児童集会 １６ １７
個人面談③ 個人面談④ 校内研究会 個人面談⑤ 持久走大会(5･6年)

1－3のみ5時間授業 個人面談(予備) １８
避難訓練

１９ 全校朝会 ２０ ２１ 朝読書 ２２ ２３ ２４
生活科見学(仲) 冬休み前朝会 天皇誕生日

大掃除 ２５
給食終わり

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

冬季休業日始 １／１
元旦

２ ３ ４ ５ ６ ７
冬季休業日終

８

1月1０日(火) 後期後半始まり・避難訓練(集団下校)・給食開始

１２月１日の係児童打ち合わせについて
１年生から４年生と５年生の係についていない児童は１３：２０下校にな

ります。係の５年生と６年生全員は会場準備や当日の係の準備等で活動しま
す。係によって下校 時刻は違いますが、１５：３０最終下校となります。
よろしくお願いいたします。


